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こどもを中心に
   みんなで楽しく

議会だより

エコ・ハウスたかねざわで開催された
こども食堂。食事をしながらマジック
ショーを楽しんでいる一コマ。
新しいコミュニティの誕生です。
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議会構成が決定
２つの常任委員会で審査・調査

　
こ
の
常
任
委
員
会
で
所
管

す
る
の
は
、

・
総
務
課

・
企
画
課

・
都
市
整
備
課

・
産
業
課

・
元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課

・
上
下
水
道
課

・
会
計
課

・
農
業
委
員
会
事
務
局

・
監
査
委
員
事
務
局

・
議
会
事
務
局

の
、
７
課
３
局
で
す
。

　
町
の
経
営
計
画
や
財
政
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
の
振

興
を
担
っ
て
お
り
、
町
政
の

中
枢
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、

委
員
に
は
幅
広
い
知
識
や
見

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

前
列　委

員
長

　
　齋
藤
　武
男

　副
委
員
長

　
　小
池
　哲
也

　委
員

　
　阿
久
津
　信
男

　
　野
中
　昭
一

後
列　委

員
　
　小
林
　栄
治

　
　横
須
賀
　忠
利

　
　菅
谷
　英
夫

　
こ
の
常
任
委
員
会
で
所
管

す
る
の
は
、

・
住
民
課

・
税
務
課

・
健
康
福
祉
課

・
地
域
安
全
課

・
環
境
課

・
学
校
教
育
課

・
こ
ど
も
み
ら
い
課

・
生
涯
学
習
課

の
、
８
課
で
す
。

　
防
災
・
防
犯
、
子
育
て
・

教
育
、
福
祉
、
税
務
、
環
境

な
ど
、
町
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
委
員
会
で
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

行
政
課
題
も
複
雑
・
多
様
化

し
て
い
る
中
、
柔
軟
な
発
想

に
よ
る
課
題
解
決
お
よ
び
政

策
提
案
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

前
列　委

員
長

　
　澤
畑
　宏
之

　副
委
員
長

　
　野
口
　昌
宏

　委
員

　
　森
　弘
子

後
列　委

員
　
　神
林
　秀
治

　
　加
藤
　章

　
　佐
藤
　晴
彦

委
員
　森
　弘
子

　
　
　小
林
　栄
治

委
員
　野
口
　昌
宏

　
　
　小
池
　哲
也

　
　
　菅
谷
　英
夫

委
員
　野
中
　昭
一

　
　
　森
　弘
子

　
　
　神
林
　秀
治

　
　
　澤
畑
　宏
之

議
員
　佐
藤
　晴
彦

　
　
　神
林
　秀
治

　
　
　齋
藤
　武
男

　
　
　澤
畑
　宏
之

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

く
ら
し
づ
く
り
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会

都
市
計
画
審
議
会

消
防
委
員
会

塩
谷
広
域

行
政
組
合
議
会

第
４
１
３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

3 議会だより たかねざわ（2022・7月号）

５月
臨時会

新体制のスタート
広報特別委員会が常任委員会へ昇格

　
議
会
活
動
に
関
す
る
事
項

を
町
民
に
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

主
に
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
通
年
で
の
活
動
に

な
る
た
め
、
今
回
、
特
別
委

員
会
か
ら
常
任
委
員
会
に
昇

格
し
ま
し
た
。

　
２
年
間
、
私
た
ち
６
人
が

編
集
に
携
わ
り
、
議
会
活
動

の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

前
列　委

員
長

　
　森
　弘
子

　副
委
員
長

　
　菅
谷
　英
夫

　委
員

　
　神
林
　秀
治

後
列　委

員
　
　小
林
　栄
治

　
　野
口
　昌
宏

　
　小
池
　哲
也

　
議
会
を
円
滑
・
効
率
的
に

運
営
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
、

定
例
会
・
臨
時
会
の
進
め
方

な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

委
員
長
　
　野
中
　昭
一

副
委
員
長
　神
林
　秀
治

委
員
　
　
　森
　弘
子

　
　
　
　
　小
林
　栄
治

　
　
　
　
　齋
藤
　武
男

　
　
　
　
　澤
畑
　宏
之

　
議
会
と
町
民
と
が
、
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
町
民
の
意
見
と
要

望
を
広
く
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
に
「
議
会
報
告
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
開
催
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
中
で
す
。

委
員
長
　
　横
須
賀
　忠
利

副
委
員
長
　澤
畑
　宏
之

委
員
　
　
　齋
藤
　武
男

　
　
　
　
　加
藤
　章

　
本
町
の
監
査
委
員
の
定
数

は
２
名
で
、
そ
の
う
ち
１
名

は
議
員
か
ら
の
選
任
で
す
。

　
小
林
栄
治
議
員
を
、
議
会

か
ら
の
委
員
と
し
て
選
出
し

ま
し
た
。

　
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
が
令
和
４
年
５
月
10

日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
や
、

各
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
専
決

処
分
事
項
の
承
認
な

ど
の
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。監

査
委
員

議会を代表する二人

副議長　加藤　章　　議長　佐藤　晴彦

第413回臨時会の
あらまし

採決結果は
ホームページで

広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
聴
特
別
委
員
会

第
４
１
３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

2（2022・7月号）議会だより たかねざわ



活発な調査・研究を進めるために
２つの特別委員会を設置

　
議
会
と
し
て
、
新
庁
舎

整
備
に
必
要
と
思
わ
れ
る

内
容
を
調
査
・
研
究
し
、

町
が
定
め
る
「
新
庁
舎
整

備
基
本
構
想
」
と
「
新
庁

舎
整
備
基
本
計
画
」
に
対

し
提
言
を
行
い
ま
す
。

委
員
長
　
　加
藤
章

副
委
員
長
　阿
久
津
信
男

委
員
　
　
　野
中
昭
一

　
　
　
　
　森
弘
子

　
　
　
　
　横
須
賀
忠
利

　
　
　
　
　澤
畑
宏
之

　
通
年
議
会
の
導
入
に
関

す
る
研
究
や
、
議
会
・
議

員
活
動
の
ル
ー
ル
化
の
検

討
な
ど
、
さ
ら
な
る
議
会

活
性
化
に
向
け
た
施
策
の

検
討
を
行
う
た
め
設
置
し

ま
す
。

委
員
長
　
　小
林
栄
治

副
委
員
長
　神
林
秀
治

委
員
　
　
　齋
藤
武
男

　
　
　
　
　野
口
昌
宏

　
　
　
　
　小
池
哲
也

　
　
　
　
　菅
谷
英
夫

地
域
防
災
力
の
強
化
へ

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

購
入

概
要

　
町
消
防
団
第
２
分
団
の
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新

契
約
業
者

　
ジ
ー
エ
ム
い
ち
は
ら
工
業

株
式
会
社

契
約
金
額

２
２
１
７
万
円

車
両
重
量

　
３
．
５
ト
ン
以
上
を
想
定

若
い
消
防
団
員
は

運
転
で
き
る
の
か
。

　
平
成
29
年
3
月
12
日
以
降

に
取
得
し
た
普
通
免
許
で
は
、

３
．
５
ト
ン
以
上
の
車
種
を

運
転
で
き
な
い
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
対

応
に
、
準
中
型
運
転
免
許
を

取
得
す
る
団
員
へ
の
助
成
制

度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

及
び
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
普
通
徴
収
の
納
期
の
始
ま

り
の
日
を
月
の
初
日
に
変
更

し
、
納
付
の
期
限
を
広
げ
る

も
の
。

　
ま
た
、減
免
の
申
請
を「
納

期
限
前
７
日
ま
で
」
で
あ
っ

た
も
の
を
「
納
期
限
ま
で
」

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
。

教
育
委
員
の
任
命

　
片
野
真
恭
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
佐
藤
豪ひ

で
男お

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

任
期

　
令
和
４
年
６
月
25
日
～

　
令
和
８
年
６
月
24
日

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任

　
若
色
行
雄
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
同
氏
の
再
任

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

任
期

　
令
和
４
年
８
月
31
日
～

　
令
和
７
年
８
月
30
日

議会新庁舎整備検討特別委員会議会活性化特別委員会

財
産
の
取
得

最
新
装
備
で
防
災
力
強
化

QA
地
域
安
全
課
長

条
例
の
改
正

人
　事

本
町
の
教
育
の

根
幹
を
担
う

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

第
４
１
４
回
定
例
会

第
４
１
３
回
臨
時
会

5 議会だより たかねざわ（2022・7月号）

６月
定例会

４回目接種へ向けて
命を守るコロナ対策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種

へ
の
体
制
整
備

内
容

　
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種

に
向
け
、
全
額
国
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
接
種
体
制
確
保
事
業
に

２
７
２
４
万
円

・
接
種
事
業
に２

０
１
２
万
円

接
種
体
制
の
概
要

　
３
回
目
接
種
か
ら
５
か
月

が
経
過
し
た
日
以
降
か
ら
接

種
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
個
別
接
種
の
み
と
し
、
町

内
８
医
療
機
関
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
費

内
容

　
窓
口
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
を
引
き
続
き
実

施
す
る
た
め
、
申
し
込
み
の

補
助
及
び
パ
ソ
コ
ン
機
器
を

導
入
す
る
費
用
に
国
か
ら
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

９
４
万
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

　
本
町
の
交
付
率
は
、
令
和

４
年
５
月
31
日
現
在
、
４
４
．

５
％
で
県
内
４
位
で
す
。

　
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
む
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
取
得
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

内
容

　
北
高
根
沢
中
学
校
屋
内
運

動
場
の
屋
根
や
外
壁
等
を
改

修
す
る
工
事

請
負
代
金

９
８
４
３
万
円

請
負
業
者

　
潮
田
建
設
株
式
会
社

工
事
期
間

　
令
和
４
年
６
月
16
日
～

　
令
和
５
年
１
月
31
日

　
令
和
４
年
６
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
や
令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
、
陳
情
、
議
員

提
出
の
発
議
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
名

が
行
い
ま
し
た
。

第414回定例会の
あらまし

採決結果は
ホームページで

一
般
会
計
補
正
予
算

工
事
の
契
約

年代別の接種状況（令和４年６月12日時点）

年　代
1回目 2回目 3回目

高根沢町 栃木県 高根沢町 栃木県 高根沢町 栃木県
5～11歳 26.63％ 25.03％ 23.52％ 21.28％
12～19歳 83.72％ 83.22％ 83.01％ 82.37％ 41.24％ 37.45％
20歳代 85.02％ 84.75％ 84.58％ 84.01％ 47.05％ 47.27％
30歳代 86.58％ 82.74％ 86.19％ 82.13％ 53.56％ 49.36％
40歳代 86.27％ 85.58％ 85.83％ 85.18％ 63.46％ 59.87％
50歳代 94.43％ 93.58％ 94.21％ 93.32％ 78.49％ 76.95％
60～64歳 92.24％ 89.71％ 91.92％ 89.54％ 83.84％ 81.54％
65歳以上 96.25％ 95.34％ 96.02％ 95.08％ 91.37％ 90.85％
全対象年齢 87.46％ 86.74％ 86.85％ 86.04％ 69.48％ 69.45％
※国「ワクチン接種記録システム」（VRS）に記録・集計されたデータから抜粋

安心して長く使用できる体育館に

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

第
４
１
４
回
定
例
会

第
４
１
３
回
臨
時
会

4（2022・7月号）議会だより たかねざわ



第414回定例会の委員長報告全文

一
般
会
計補正

予
算

学
校
教
育
課
長

　
給
付
事
務
費
１
２
１
万
円

　
給
付
事
業
費１

１
０
０
万
円

・
ひ
ま
わ
り
保
育
園
整
備
事

業
費
補
助

２
３
０
２
万
円

・
児
童
生
徒
多
様
性
支
援
事

業
費
　
　  

１
８
１
万
円

外
国
人
児
童
に

寄
り
添
う
た
め
に

Q
児
童
生
徒
多
様
性

支
援
事
業
費
で
、学

校
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
要
因
は
。

A  

　
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い

外
国
人
児
童
の
た
め
に
、
西

小
学
校
に
日
本
語
指
導
教
室

を
設
置
し
て
い
る
。

　
集
団
で
の
生
活
に
も
不
慣

れ
な
低
学
年
の
子
が
例
年
よ

り
多
く
就
学
し
た
こ
と
か
ら
、

支
援
員
１
名
を
増
員
す
る
こ

と
に
し
た
。

主
な
質
疑

Q
工
事
中
、園
庭
が
使

用
で
き
な
く
な
る
が
。

A  
 

隣
接
の
北
小
学
校
の
校
庭

を
借
り
る
こ
と
で
協
議
済
み
。

Q
新
築
後
の
運
営
は
。

A  

　
全
体
の
定
員
が
１
１
０
人

か
ら
１
２
０
人
に
増
え
る
。

　
内
訳
は
、
０
か
ら
２
歳

児
の
定
員
を
12
人
増
や
し
、

３
か
ら
５
歳
児
の
定
員
を

２
人
減
ら
す
。

　
ま
た
、
病
後
児
保
育
を

開
設
す
る
予
定
。

借
地
か
ら
町
有
地
へ

Q
上
高
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
用
地
測
量
は
、

地
権
者
も
立
ち
合
う
の
か
。

A  

　
地
権
者
も
立
ち
合
う
。

　
測
量
結
果
に
基
づ
い
て
売

買
契
約
を
す
る
こ
と
で
、地

権
者
と
事
前
に
協
議
済
み
。

今
後
は
欠
か
せ
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
未
だ
に
申
請
し

な
い
要
因
は
。

A  

　
今
現
在
は
、メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
こ
と
や
、申
請
が
面
倒
だ

と
い
う
声
が
あ
る
。

　
今
後
、行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む
と
、必
ず
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
る
。

　
周
知
と
、受
け
取
り
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

ど
う
変
わ
る
？

ひ
ま
わ
り
保
育
園

Q
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の

園
舎
新
築
工
事
は
、

令
和
４・５
年
度
の
２
か
年
計

画
と
の
こ
と
だ
が
、令
和
４

年
度
の
事
業
内
容
は
。

A  

　
令
和
４
年
度
は
、総
事
業

費
の
10
％
の
見
込
み
で
、10
月

か
ら
仮
設
園
舎
の
工
事
を
開

始
す
る
計
画
。

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

生
涯
学
習
課
長

住
民
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

新たな園舎に高まる期待（ひまわり保育園）

くらしづくり常任委員会　審査報告

ひまわり保育園の新築事業内容を審査
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン

接
種
対
策
費
負
担
金（
国
）

２
０
１
２
万
円

接
種
体
制
確
保
事
業
費

補
助
金（
国
）２７

２
４
万
円

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
事

業
交
付
金（
国
）

　
事
務
費
　
　
１
２
０
万
円

　
事
業
費
　
１
１
０
０
万
円

・
保
育
所
等
整
備
交
付
金

（
国
）　   

１
５
３
５
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン

　
接
種
体
制
確
保
事
業
費

２
７
２
５
万
円

　
接
種
事
業
費２

０
１
２
万
円

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

第
４
１
３
回
臨
時
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
審
査

第
４
１
４
回
定
例
会
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一
般
会
計補正

予
算

総
務
課
長

避
難
民
に

    

安
心
し
た
生
活
を

Q
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

避
難
に
つ
い
て
、現

在
の
受
入
れ
の
進
捗
状
況
は
。

　
ま
た
、通
訳
は
ど
う
対
応

す
る
予
定
か
。

A  

　
６
月
１
日
現
在
で
、日
本

へ
の
避
難
者
は
１
１
６
１
人

だ
が
、栃
木
県
へ
の
避
難
者
は

い
ま
せ
ん
。 

　
通
訳
は
、国
際
交
流
協
会

の
協
力
を
得
て
対
応
し
た
い
。

　
ま
た
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
対

応
す
る
翻
訳
機
を
用
意
す
る
。

陳
情
審
査

主
な
質
疑

女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及

び
そ
の
安
心
安
全
の
確

保
を
求
め
る
陳
情

陳
情
内
容

　
10
人
以
下
の
事
業
所
の
ト

イ
レ
は
独
立
個
室
型
ト
イ
レ

を
設
置
す
れ
ば
男
女
分
け
な

く
て
も
良
い
、
と
労
働
安
全

衛
生
規
則
等
が
改
正
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
女
性
用
ト
イ
レ

は
す
べ
か
ら
く
維
持
し
、
女

性
の
安
心
安
全
と
の
た
め
の

諸
方
策
を
と
る
よ
う
、
国
に

申
し
入
れ
て
欲
し
い
。

審
査
内
容

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の

改
正
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

ま
た
、
こ
の
改
正
で
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
、

も
う
少
し
調
査
を
し
て
か
ら

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。 

委
員
会
と
し
て
の
結
果

　
閉
会
中
の
継
続
審
査

陳
情
内
容

　
海
の
日
は
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン

デ
ー
制
度
に
よ
り
、
毎
年
そ

の
日
に
ち
が
変
動
す
る
祝
日

と
な
っ
た
。

　
国
民
一
人
一
人
が
海
洋
国

日
本
の
繁
栄
を
願
う
と
い
う

趣
旨
に
想
い
を
い
た
す
た

め
、　
海
の
日
を
７
月
20
日

に
固
定
化
す
る
意
見
書
を
、

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
て

欲
し
い
。

審
査
内
容

　
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

い
う
趣
旨
で
国
民
の
祝
日
と

し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

日
に
ち
が
変
動
す
る
こ
と
で

趣
旨
が
分
か
り
に
く
く
な
る

と
思
う
こ
と
か
ら
、
固
定
化

す
べ
き
で
あ
る
。

委
員
会
と
し
て
の
結
果

　
採
択
と
す
べ
き

第414回定例会の委員長報告全文

まちづくり常任委員会　審査報告

「海の日」固定化など３件の陳情を審査
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
費

補
助
金（
国
）８

３
４
万
円

・
一
般
寄
付
金

２
０
０
万
円 

・
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に

伴
う
職
員
給
与
費
の
増
減

 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援

事
業
費
　  

２
２
６
万
円

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
費

（
窓
口
用
パ
ソ
コ
ン
導
入

費
等
）　
　
　
９
４
万
円

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に

し
な
い
安
全
保
障
政
策

を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」

を
７
月
20
日
に
固
定
化

す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

陳情内容の詳細は
こちらから

マイナンバーカード
これからの暮らしに欠かせない一枚

本人確認／コンビニで各種
証明書の取得／健康保険証
／給付金の受け取りがス
ムーズに／オンライン行政
手続etc

陳
情
内
容

　
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し

た
差
別
的
な
安
全
保
障
政
策

を
や
め
て
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
を
断
念
し
、
普
天
間
基

地
は
本
土
に
引
き
取
り
、
日 

本
全
体
で
問
題
解
決
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
を
、
国

に
提
出
し
て
欲
し
い
。

審
査
内
容

　
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
と
表

現
し
て
い
る
が
、
国
民
が
そ

の
よ
う
に
捉
え
て
は
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
少
し

調
査
を
し
て
か
ら
結
論
を
出

す
べ
き
で
あ
る
。

委
員
会
と
し
て
の
結
果

　
閉
会
中
の
継
続
審
査 

第
４
１
３
回
臨
時
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般
質
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ち
ょっ
と
ブ
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イ
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協
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会

特
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ジ
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会
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査
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①
地
域
サ
ロ
ン
の
設
置
・
拡

大
と
充
実

②
地
域
で
の
見
守
り
の
強
化
　

　
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
サ

ロ
ン
の
設
置
と
拡
大
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
、
こ
ど
も
に

対
し
て
、
地
域
で
の
見
守
り

活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
を
検
討
し
、
提
言
し
ま
す
。

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

構
築

②
ゴ
ミ
の
減
量
化
お
よ
び
資

源
化

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
、
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
須

の
課
題
で
す
。

①
防
災
減
災
対
策
の
強
化

　
温
暖
化
や
災
害
な
ど
に

よ
っ
て
、
防
災
や
減
災
は
身

近
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ざ
何
か
あ
っ
た
時
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
日

頃
の
備
え
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
を
、
調
査
や
研
究
を

踏
ま
え
提
言
を
行
い
ま
す
。

タブレットPCを用いた授業風景（西小学校）

　
今
年
度
か
ら
、
新
し
く
設

け
ら
れ
た
２
つ
の
常
任
委
員

会
の
う
ち
、
教
育
・
福
祉
・

環
境
・
防
災
な
ど
の
事
業
を

所
管
す
る
の
が
「
く
ら
し
づ

く
り
常
任
委
員
会
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
け
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
６
名

の
委
員
で
協
議
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
２
年
で
、
他
に

「
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員

会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
学
校
運

営
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
福

祉
の
充
実
に
関
す
る
こ
と
」
、

「
未
来
に
向
け
た
環
境
に
関

す
る
こ
と
」
、
「
町
民
の
安

心
安
全
に
関
す
る
こ
と
」
の

４
事
業
に
関
し
て
、
２
年
間

に
わ
た
っ
て
調
査
・
研
究
し
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
、
「
よ
り

よ
い
く
ら
し
」
に
役
立
つ
た

め
の
提
言
を
行
い
ま
す
。

①
学
校
に
お
け
る
諸
課
題
の

解
決

②
学
校
給
食
の
充
実

　
全
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
配
布
が
完
了
し
、

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
な

学
校
運
営
に
関
し
て

福
祉
の
充
実
に
関
し
て

環
境
に
関
し
て

安
心
安
全
に
関
し
て

くらしづくり常任委員会　日常調査テーマ

町民の「よりよいくらし」のために

テ
ー
マ
設
定
の
背
景

テ
ー
マ
①

テ
ー
マ
②

テ
ー
マ
③

テ
ー
マ
④

ど
も
含
め
、
学
校
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
課
題
を
、
常
に

抱
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
や
食
育
と
い
う

視
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
常
に
問
題
意

識
を
も
っ
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
や
課
題
に

つ
い
て
各
学
校
の
意
見
を
聞

き
、
そ
れ
を
集
約
し
、
検
討

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
学
校

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提

言
を
し
て
い
き
ま
す
。

「わくわくサロン」でグラウンド・ゴルフミニゲーム（桑窪）

第
４
１
３
回
臨
時
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
審
査

第
４
１
４
回
定
例
会

9 議会だより たかねざわ（2022・7月号）

　
本
年
４
月
の
改
選
に
よ
り
、

議
員
定
数
が
16
か
ら
13
と
、

３
人
減
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
３

つ
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ

て
、
詳
細
に
審
議
し
て
き
た

も
の
を
、
４
月
か
ら
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員

会
」
と
、
「
く
ら
し
づ
く
り

常
任
委
員
会
」
の
二
つ
に
委

員
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

は
、
町
全
体
に
関
す
る
こ
と
、

町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
地

域
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と
、

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
こ

と
、
観
光
力
の
強
化
、
町
内

の
魅
力
創
出
、
生
産
性
向
上
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
を
所
管
し
ま
す
。

　
７
人
の
委
員
で
協
議
し
た

結
果
、
土
地
利
用
の
見
直
し

と
、
自
治
会
加
入
対
策
の
２

つ
を
２
か
年
の
調
査
テ
ー
マ

に
設
定
し
、
研
究
、
事
例
検

討
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子

化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
人

口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
口
増
に
向
け

た
対
策
と
し
て
、
土
地
利
用

の
見
直
し
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
の
声

も
聞
き
な
が
ら
、
実
態
の
把

握
に
努
め
、
他
市
町
村
の
先

進
事
例
な
ど
を
調
査
し
、

改
善
策
を
提
言

し
て
い
き
ま
す
。

　
本
町
の
自
治
会
加
入
率
は

極
め
て
低
く
、
栃
木
県
内
で

最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
特
に
自
治
会
の

脱
会
理
由
等
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
問
題
点
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、

先
進
事
例
な
ど
を
調
査
し
、

今
後
の
自
治
体
の
在
り
方
を

町
や
自
治
会
連
合
会
に
提
言

し
て
い
き
ま
す
。

①
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
こ
と

②
地
域
経
営
に
関
す
る
こ
と

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
こ
と

④
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

こ
と

⑤
雨
水
対
策
に
関
す
る
こ
と

⑥
地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と

土
地
利
用
の
見
直
し

自
治
会
加
入
対
策

そ
の
他
の
調
査
内
容 日ごろからの交流でいざという時も安心

（光陽台自治会）「高根沢町都市計画マスタープラン」より

まちづくり常任委員会　日常調査テーマ　

　　  人口増加のためには？
　　　　　 　  これからの自治会は？

テ
ー
マ
設
定
の
背
景

テ
ー
マ
①

テ
ー
マ
②

第
４
１
３
回
臨
時
会

一
般
質
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と
ブ
レ
イ
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会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
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４
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４
回
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会
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議　員
整
備
整
備

Ａ  

町
長

　
新
規
で
道
の
駅
を
整
備
す

る
際
に
は
、
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
利
用
し
、

町
の
費
用
を
抑
え
て
整
備
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

　
道
の
駅
は
、
全
国
的
に
見

て
も
飽
和
状
態
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
国
は
道
の
駅
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
の
予
算
化

に
積
極
的
で
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
規
整
備
に

係
る
町
の
費
用
負
担
は
大
き

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
国
の
交
付
金
制
度

に
は
、
維
持
管
理
費
用
、
改

道
の
駅
の
経
済
効
果
に
期
待

Ｑ
道
の
駅
は
、地
場
産

品
の
販
売
、雇
用
機

会
の
向
上
な
ど
、大
き
な
経

済
効
果
が
期
待
で
き
る
と
と

も
に
、人
的
交
流
、交
流
人
口

の
増
加
、知
名
度
の
向
上
、将

来
に
向
け
た
人
口
増
加
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国
道

４
０
８
号
の
延
伸
工
事
は
、

令
和
９
年
度
に
国
道
４
号
に

接
続
予
定
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
国
道
４
号
沿
線
に

新
た
な
道
の
駅
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
？

修
費
用
等
に
つ
い
て
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
こ
と
か
ら
、

新
規
整
備
が
可
能
か
ど
う
か

検
討
す
る
前
に
、
今
後
の
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
修
繕
に
か

か
る
町
の
費
用
負
担
な
ど
、

町
へ
の
財
政
負
担
の
影
響
度

合
い
が
ど
の
程
度
推
移
す
る

の
か
精
査
す
る
こ
と
な
ど
が

優
先
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
国
道
４
号
沿
線

の
道
の
駅
の
整
備
構
想
は
、

現
在
判
断
す
る
の
に
は
時
期

尚
早
で
あ
る
。

問新たな道の駅構想を
　答【町長】財政負担への影響精査が優先課題

小池　哲也

「いきたくなる場所」「ここにしかない空間」
道の駅たかねざわ元気あっぷむら

国道408号の国道４号への接続工事（グリーンパーク入口付近・宝積寺）

鬼怒グリーンパーク（左側）と国道４号

　　　【栃木県内の道の駅】
名　称 市　町 沿線道路

もてぎ 茂 木 町 国道123号
にのみや 真 岡 市 国道294号
湯の香しおばら 那須塩原市 国道400号
那須塩原友愛の森 那須塩原市 主要地方道那須高原線
明治の森・黒磯 那須塩原市 県道黒磯田島線
ばとう 那 珂 川 町 国道293号
東山道伊王野 那 須 町 国道294号
きつれがわ さ く ら 市 国道293号
どまんなかたぬま 佐 野 市 主要地方道佐野田沼線ほか
はが 芳 賀 町 主要地方道宇都宮茂木線
那須与一の郷 大 田 原 市 国道461号
那須野が原博物館 那須塩原市 国道400号
みかも 栃 木 市 国道50号
思川 小 山 市 国道50号
湯西川 日 光 市 国道121号
みぶ 壬 生 町 主要地方道羽生田上蒲生線ほか
にしかた 栃 木 市 国道293号
しもつけ 下 野 市 国道4号
やいた 矢 板 市 主要地方道矢板那須線
湧水の郷しおや 塩 谷 町 国道461号
うつのみやろまんちっく村 宇 都 宮 市 国道293号ほか
サシバの里いちかい 市 貝 町 主要地方道宇都宮茂木線
日光 日 光 市 国道119号
ましこ 益 子 町 主要地方道つくば益子線
たかねざわ元気あっぷむら 高 根 沢 町 町道434号
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町民の声を
町政に！

一般質問って？
　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、
議員主導で政策的な論議をする場です。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質
問を含め60分以内です。

◆小池　哲也　議員…………………… 11
①新たな道の駅構想を

◆横須賀忠利　議員…………………… 12
①町の発展を目指して
②指定管理者の選定方法は

◆菅谷　英夫　議員…………………… 13
①原因不明の小児急性肝炎への対策は
②マニー進出にあわせた地域経済発展策は
③選挙時の投票率向上のために

◆齋藤　武男　議員…………………… 14
①副町長の選任は
②土地改良推進事業の取組は
③定住促進対策事業の創設を

◆小林　栄治　議員…………………… 15
①介護施設や産科医の誘致の鍵は
②厳しさが増す農業社会のゆくえ

◆野口　昌宏　議員…………………… 16
①不登校等の子どもにオンライン授業の提供を
②ヤングケアラーへの対応は
③小中学校体育館のエアコン等空調設備の設置

◆森　　弘子　議員…………………… 17
①感染者の情報把握は県と「覚書」を
②均等割減免の年齢引上げを
③消防団の待遇改善

　一般質問の各議員のページにある二次元バーコー
ド、またはYouTubeで「高根沢町議会　第414回」
で検索を！
　DVDは、図書館中央館で貸し出しています。

※本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一般質問の動画

　
今
年
４
月
に
町
議
会
議

員
選
挙
が
あ
っ
た
。

　
議
員
定
数
が
従
来
か
ら

３
名
減
数
さ
れ
13
名
と

な
っ
た
最
初
の
町
議
会
で

あ
り
、
私
が
住
む
光
陽
台

か
ら
３
名
の
町
議
会
議
員

が
誕
生
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
定
例
会

一
般
質
問
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
議
場
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対

策
の
ア
ク
リ
ル
板
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
新
人
議
員

が
３
名
誕
生
し
た
こ
と
も

相
ま
っ
て
、
以
前
傍
聴
し

た
際
の
印
象
と
違
い
、
妙

に
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、

町
民
の
た
め
真
摯
に
質
疑

応
答
、
や
り
取
り
す
る
議

員
、
執
行
部
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
と
も
更
な
る
御
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

牧　恒男さん
（光陽台）

７議員が町執行部と論戦

一　般　質　問

傍聴者
の声
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　会議録は、定例会及び臨時会の終了
後、約３か月後に発行しています。
　図書館中央館で閲覧ができます。ま
た、町ホームページの「会議録検索シ
ステム」からご覧になれます。

会　　議　　録

会議録検索システム



議　員

社
会
の
担
い
手
意
識
を

Ｑ
若
者
の
投
票
率
が

低
下
傾
向
に
あ
る

中
、
主
権
者
教
育
は
重
要
で

あ
る
。
本
町
小
中
学
校
に
お

け
る
主
権
者
教
育
の
実
状
は

ど
う
な
の
か
？

Ａ  

教
育
長

　
小
中
学
校
の
社
会
科
で
は
、

政
治
や
選
挙
の
意
味
、
民
主

政
治
な
ど
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
学
習
し
て
い
る
。

　
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
会

役
員
の
選
出
で
は
、
町
選
管

と
連
携
し
た
投
票
を
実
施
し
、

一
人
一
票
の
意
味
を
考
え
る

よ
い
機
会
と
し
て
い
る
。

定
着
し
て
き
た

期
日
前
投
票

Ｑ
投
票
時
間
を
２
時

間
繰
り
上
げ
た
理

由
は
何
か
、
ま
た
、
繰
上
げ

た
こ
と
に
よ
り
期
日
前
投
票

を
２
箇
所
に
拡
充
す
る
考
え

は
な
い
か
？選

挙
管
理
委
員
会

Ａ　
投
票
立
会
人
の
負
担
軽
減

や
、
18
時
以
降
の
投
票
者
が

極
端
に
少
な
い
こ
と
が
理
由

で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
の
面
積
は
小
さ

く
東
西
南
北
10
㎞
程
の
距
離

で
、
現
在
の
役
場
１
箇
所
で

十
分
可
能
で
あ
る
。

投
票
は
自
発
的
に

Ｑ
投
票
率
の
低
下
を

ど
う
捉
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
ど
ん
な
広
報
・

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
か
？選

挙
管
理
委
員
会

Ａ　
投
票
率
は
低
下
傾
向
に
あ

り
、
特
に
地
方
選
挙
は
顕
著

で
あ
る
。

　
広
報
・
周
知
活
動
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
町
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
車
に
よ
る
巡

回
放
送
、
ま
た
、
選
挙
公
報

の
配
布
等
を
行
っ
て
来
た
が
、

有
権
者
が
自
発
的
に
投
票
す

る
よ
う
な
取
組
み
も
研
究
し

て
い
く
。

　
啓
発
活
動
は
、
成
人
式
で

の
冊
子
の
配
布
や
、
中
学
・

高
校
へ
の
投
票
箱
等
の
貸
し

出
し
、
高
根
沢
高
校
を
訪
問

し
た
「
出
前
講
座
」
を
実
施

し
て
い
る
。

マ
ニ
ー
効
果
で

町
を
活
性
化

Ｑ
マ
ニ
ー
進
出
は
、

町
の
経
済
発
展
の

核
に
な
り
得
る
要
因
と
考
え

る
が
、
周
辺
地
区
に
ど
の
よ

う
な
政
策
や
事
業
等
を
計
画

し
て
い
る
の
か
？

Ａ  

町
長

　
進
出
予
定
地
に
隣
接
す
る

周
辺
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

町
有
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

町
と
し
て
開
発
等
の
政
策
や

事
業
を
行
う
土
地
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
地
区
で
は
な
い
。

　
進
出
に
伴
い
、
土
地
の
利

用
価
値
が
高
ま
り
、
民
間
に

よ
る
利
活
用
等
が
行
わ
れ
る

場
合
に
は
、
町
と
し
て
協
力

し
て
い
く
。

新工場建設が待たれるマニー敷地

マ
ニ
ー
進
出
に
よ
る

期
待
値
は
高
い

Ｑ
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
跡

地
は
、
令
和
２
年

３
月
に
マ
ニ
ー
株
式
会
社
が

取
得
し
、
令
和
６
年
８
月
期

を
目
途
に
新
工
場
建
設
を
発

表
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

町
が
知
り
得
る
情
報
と
町
に

対
す
る
期
待
値
は
？

Ａ  

町
長

　
町
が
知
り
得
た
情
報
を
公

表
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
マ
ニ
ー
発
表
の
中
で
、

清
原
工
場
、
高
根
沢
工
場
を

合
わ
せ
て
現
状
３
０
０
人
程

度
い
る
社
員
に
加
え
、
将
来

的
に
は
生
産
ラ
イ
ン
の
増
設

等
に
よ
っ
て
１
０
０
０
人
規

模
程
度
の
新
た
な
雇
用
が
創

出
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
国
内
外
の
関
連
企
業
の
往

来
が
活
発
に
な
り
、
世
界
に

向
け
て
高
根
沢
の
地
名
が
発

信
さ
れ
、
ま
た
、
法
人
税
等

の
安
定
的
な
財
源
確
保
に
よ

り
、
新
た
な
施
策
へ
の
投
資

に
繋
が
る
も
の
と
期
待
す
る
。

地
域

発
展
地
域

発
展菅谷　英夫

問マニー進出にあわせた地域経済発展策は
　答【町長】町の認知度向上に期待

問
選
挙
時
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に

　答【
選
挙
管
理
委
員
会
】

広
報
・
周
知
の
在
り
方
を
改
善

選
挙
選
挙

令和３年度
明るい選挙啓発ポスター
コンクール県入賞作品

渡
わた

邊
なべ

　仁
にい

菜
な

さん
（中央小学校３年・当時）
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議　員
整
備
整
備

Ａ  

町
長

　
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
行
政
処
分
で
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
と
指
定
管
理

者
が
営
利
的
な
取
引
関
係
に

立
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
同
法
に
規
定
さ
れ
る
私

的
独
占
に
は
当
た
ら
な
い
。

※
１
　
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
に
対
し
請
負
を
す
る
者
及
び
そ

の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一
の

行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社

員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は

監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず

べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
た

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

※
２
　
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公

正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

２
条
第
５
項

　
こ
の
法
律
に
お
い
て「
私
的
独

占
」と
は
、事
業
者
が
、単
独
に
、又

は
他
の
事
業
所
と
結
合
し
、若
し
く

は
通
謀
し
、そ
の
他
い
か
な
る
方
法

を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、他
の

事
業
者
の
事
業
活
動
を
排
除
し
、又

は
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、公
共
の

利
益
に
反
し
て
、一
定
の
取
引
分
野

に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限

す
る
こ
と
を
い
う
。

公
募
？
　非
公
募
？

Ｑ
指
定
管
理
者
の
選

定
方
法
に
公
募
と

非
公
募
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
基
準
な
の
か
？

Ａ  

町
長

　「
地
域
の
活
力
を
積
極
的

に
活
用
し
た
管
理
を
行
う
こ

と
で
事
業
効
果
が
明
確
に
期

待
で
き
る
と
き
」や「
緊
急
の

必
要
が
あ
る
と
き
」な
ど
は

公
募
に
よ
ら
ず
選
定
で
き
る

と
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

指
定
管
理
は
行
政
処
分

Ｑ
同
施
設
の
指
定
管

理
者
を
非
公
募
に

よ
っ
て
選
定
す
る
こ
と
は
、

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正

取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律

第
２
条
第
５
項
（
※
２
）
に

規
定
さ
れ
て
い
る
私
的
独
占

に
当
た
ら
な
い
か
？

「
指
定
管
理
」
と

「
請
負
」
は
別

Ｑ
ち
ょ
っ
蔵
広
場
及

び
宝
積
寺
駅
東
西

連
絡
通
路
の
指
定
管
理
者

は
、
現
職
町
議
会
議
員
が
理

事
長
で
あ
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
で
あ
る
。
地
方
自
治

法
第
92
条
の
２
（
※
１
）
の

規
定
に
対
し
、
こ
の
選
定
は

適
正
だ
っ
た
の
か
？

Ａ  

町
長

　
総
務
省
か
ら
の
通
知
で
、

「
請
負
」
は
、「
広
く
業
務
と

し
て
な
さ
れ
る
経
済
的
又
は

営
利
的
な
取
引
契
約
」
の
こ

と
で
あ
っ
て
、「
公
の
施
設

の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
」

は
「
請
負
」
に
該
当
し
な
い

と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
選
定
は
適
正
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。

問
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は

　答【
町
長
】「
請
負
」
に

　
　
　 

該
当
せ
ず
適
正

町
民
広
場
周
辺
の

発
展
・
活
性
化
を

Ｑ
町
民
広
場
周
辺
を
、

商
業
施
設
や
住
宅

な
ど
の
開
発
が
可
能
な
地
域

と
す
る
考
え
は
な
い
の
か
？

Ａ  

町
長

　
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な

ど
か
ら
具
体
的
な
計
画
案
の

相
談
が
あ
っ
て
、
初
め
て
検

討
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
状
、
相
談
は
な
い
。

　
今
後
、
新
庁
舎
整
備
の
検

討
結
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、

可
能
性
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

本
庁
舎
を

町
民
広
場
周
辺
へ

Ｑ
町
民
広
場
の
敷
地

や
隣
接
地
を
利
用

し
て
本
庁
舎
を
移
転
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
？

Ａ  
町
長

　「
高
根
沢
町
新
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
」
の
中
で
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
検
討
し
て
い

く
中
で
、
町
民
広
場
が
候
補

地
の
ひ
と
つ
に
な
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
る
。

横須賀忠利

問町の発展を目指して
　答【町長】可能性について適切に判断

人口増加をめざした新たな町づくりを（町民広場周辺）

指
定

管
理
指
定

管
理
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３
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第
４
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４
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会
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質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会
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議　員
少
子

高
齢
少
子

高
齢

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
米
作

依
存
か
ら
意
識
を

変
え
て
、
穀
類
や
野
菜
類
の

振
興
を
図
る
政
策
が
必
要
で

は
な
い
の
か
？

Ａ  

町
長

　
水
田
農
業
確
立
対
策
室
を

核
と
し
た
農
業
再
生
協
議
会

農
業
改
革
　待
っ
た
な
し

Ｑ
今
年
度
か
ら
新
設

さ
れ
た
農
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
の
位
置

づ
け
と
、
農
業
振
興
に
果
た

す
役
割
は
？

Ａ  

町
長

　
持
続
的
に
農
業
を
発
展
さ

せ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
当
該

地
域
に
お
け
る
将
来
の
農
業

の
在
り
方
を
共
有
し
な
が
ら
、

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
農
業
の

実
現
を
目
指
し
、
支
援
し
て

行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
を
基
に
新
た
な
担

い
手
の
確
保
、
農
地
の
大
区

画
化
、
土
地
利
用
型
園
芸
の

生
産
拡
大
な
ど
、
そ
の
地
区

に
あ
っ
た
農
業
を
推
進
し
て

行
く
の
が
「
農
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
室
」
で
あ
る
。

問
厳
し
さ
が
増
す
農
業
社
会
の
ゆ
く
え

　答【
町
長
】人・農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
を
図
る

Ｑ
早
期
実
現
に
向
け

た
対
策
チ
ー
ム
の

編
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
？

Ａ  

町
長

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
は
、
役
場
の
関
係
各
課

と
共
有
し
つ
つ
、介
護
施
設
、

医
療
機
関
と
も
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
行
く
。

　
産
科
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
開
業
を
検
討
し
て
い
る
方

に
連
絡
を
取
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
行
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
金
融

機
関
や
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
に
広
く
事
業
の
周
知
を

図
る
。

望
ま
れ
る

人
口
の
自
然
増
加

Ｑ
定
住
人
口
増
加
や

子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
産
科
医
誘

致
の
補
助
事
業
は
成
果
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
具
体
的
な
対
策
を

ど
う
組
み
立
て
る
の
か
？

Ａ  

町
長

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整

備
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

を
公
表
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
開
所
に
向

け
、
所
要
の
事
務
を
進
め
る
。

　
産
科
医
に
つ
い
て
は
令
和

２
・
３
年
度
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
り
、
誘
致
に
至
る
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
に
加

え
、
金
融
機
関
へ
の
協
力
依

頼
の
強
化
を
図
っ
て
行
く
。

小林　栄治

問介護施設や産科医の誘致の鍵は
　答【町長】広く事業の周知を図る

子どもは社会の宝です
（１歳６か月児健診）

玉ねぎ栽培への転換が目立ってきています（花岡地内）

農
業

改
革
農
業

改
革

は
、
生
産
者
、
消
費
者
、
市

場
関
係
者
、
農
業
団
体
、
町

か
ら
構
成
さ
れ
、「
水
田
収

益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作

成
し
、
米
作
か
ら
転
換
作
物

等
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
農
業
再
生
協
議
会
が
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
行
く
も
の

と
考
え
る
。

第
４
１
３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
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議　員
人
材
人
材

移
住
候
補
地
に

名
乗
り
上
げ
る

Ｑ
人
口
減
少
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
観
点
か
ら
町
独
自

の
定
住
促
進
対
策
補
助
事
業

制
度
の
創
設
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

　
こ
れ
ま
で
の
移
住
支
援
金

交
付
事
業
は
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
っ
た
の
か
？

Ａ  
町
長

　
当
該
事
業
は
、
国
の
地
方

創
生
移
住
支
援
事
業
の
枠
組

み
の
中
で
実
施
し
て
お
り
、

東
京
圏
か
ら
本
町
に
移
住
し

て
就
業
、
起
業
ま
た
は
テ
レ

ワ
ー
ク
等
を
し
た
者
に
対
し

補
助
を
行
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
単
身
者
１

件
、
世
帯
１
件
の
実
績
が

事
務
方
ト
ッ
プ
と
し
て

Ｑ
現
在
、
副
町
長
が

不
在
だ
が
、
令
和

４
年
度
の
当
初
予
算
に
人
件

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
副
町
長
を
選
任
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
？

Ａ  
町
長

　
適
任
者
が
い
れ
ば
副
町
長

を
置
く
方
向
で
考
え
た
い
。

Ｑ
副
町
長
を
置
く
メ

リ
ッ
ト
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
？

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
人
材

が
適
任
か
？

Ａ  

町
長

　
町
長
を
補
佐
し
、
職
員
の

担
任
事
務
を
監
督
す
る
役
割

を
担
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
。

　
企
画
力
、
判
断
力
、
調
整

力
、
洞
察
力
を
持
っ
て
い
る

人
材
が
適
任
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

齋藤　武男

問副町長の選任は
　答【町長】企画力、判断力、調整力のある人を

問
定
住
促
進
対
策
事
業
の
創
設
を

　答【
町
長
】本
町
の
魅
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　発
信
し
て
行
く

あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
も
増
え
て
き
て

お
り
、
本
町
が
移
住
の
候
補

地
と
し
て
選
定
さ
れ
る
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。

来
て
見
て
！
高
根
沢

Ｑ
「
と
ち
ぎ
の
星
」

を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、移
住・

定
住
に
対
す
る
直
接
的
な
効

果
は
あ
っ
た
の
か
？

Ａ  

町
長

　
こ
の
事
業
は
、「
高
根
沢

町
産
の
と
ち
ぎ
の
星
」
が
大

嘗
祭
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

東
京
圏
の
若
者
・フ
ァ
ミ
リ
ー

層
に
「
高
根
沢
町
の
魅
力
」

を
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
戦
略
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
お
け
る
「
と
ち
ぎ

の
星
」
や
「
道
の
駅
た
か
ね

YouTubeの
町PR動画

ざ
わ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」は
、

移
住
・
定
住
に
直
接
的
な
効

果
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い

が
、
町
の
認
知
度
、
魅
力
度

の
向
上
に
つ
な
が
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
核
と
し
て

活
用
し
、
本
町
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
く
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。

定
住

人
口
定
住

人
口

第
４
１
３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
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議　員

Ａ  

教
育
長

　
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
あ

り
、
関
係
す
る
機
関
や
団
体

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

民
間
団
体
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
は
未
整
備
の

状
態
に
あ
る
。

　
今
後
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
に
設
置
さ
れ
た
「
高
根

沢
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
に
、
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

Ａ  
町
長

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
に
つ
い
て
５

割
軽
減（
※
）を
行
っ
て
い
る
。

　
国
保
財
政
調
整
基
金
は
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
健

全
に
維
持
す
る
た
め
に
設
置

し
、
人
口
減
少
に
伴
う
被
保

険
者
の
減
少
や
医
療
の
高
度

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、

災
害
等
不
測
の
事
態
に
よ
る

財
源
不
足
に
備
え
て
積
み
立

て
を
行
っ
て
い
る
。

　
設
置
の
趣
旨
か
ら
好
ま
し

い
と
は
言
え
な
い
の
で
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。

国
保
基
金
の
活
用

Ｑ
国
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
減
免
を
実
施

す
る
が
、
那
須
町
で
は
独
自

に
18
歳
ま
で
、
年
齢
引
き
上

げ
を
国
保
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
て
、
令
和
４
年
度
か

ら
実
施
す
る
。

　
本
町
で
も
行
う
考
え
は
？

問
均
等
割
減
免
の
年
齢
引
上
げ
を

　答【
町
長
】年
齢
拡
大
の

　
　
　
　
　考
え
は
な
い

コ
ロ
ナ
早
期
封
じ
込
め

に
検
査
の
実
施
を

Ｑ
保
育
園
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
に
よ
る

休
園
は
、
保
育
の
役
割
や
社

会
的
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
早
期
封
じ
込
め
に
は
、

感
染
の
有
無
を
確
認
す
る
検

査
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
？

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援

Ｑ
県
と
協
定
を
結
ん

で
い
な
い
た
め
、町

は
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
個
人
情

報
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
塩
谷
町
は
、県
と
「
覚
書
」

を
結
び
、
自
宅
療
養
者
へ
の

健
康
観
察
及
び
食
料
や
日
用

品
等
の
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
本
町
も
県
と
協
定
を
結

び
、
自
宅
療
養
者
へ
の
支
援

を
行
う
考
え
は
？

Ａ  

町
長

　
個
人
情
報
の
収
集
に
慎
重

に
配
慮
し
、「
平
時
の
生
活

支
援
」
に
お
け
る
覚
書
は
結

ん
で
い
な
い
。

　
し
か
し
、本
人
の
申
し
出

に
よ
り
、本
人
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、食
料
や
経
口
補
水
液
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
等
の

必
要
物
資
を
届
け
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
対
応
件
数
は

14
件
で
、「
支
援
を
行
え
る

体
制
」が
で
き
て
い
る
の
で
、

個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る

た
め
の
覚
書
を
結
ぶ
考
え
は

な
い
。

森　　弘子

問感染者の情報把握は県と「覚書」を
　答【町長】個人情報までは収集しない

コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ

ママも体温チェック　安心して登園（のびのび保育園）

Ａ  

教
育
長

　
保
育
園
で
の
子
ど
も
た
ち

の
３
密
を
回
避
す
る
こ
と
や
、

常
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
５
月
25
日
、
厚
生
労
働
省

の
通
知
が
あ
り
「
保
育
所
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
」
で
は
、
全

職
員
を
対
象
と
す
る
よ
う
な

幅
広
い
検
査
の
実
施
は
、
保

健
所
か
ら
保
育
所
等
へ
の
受

検
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
行

政
検
査
と
し
て
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

国
保
国
保

令和４年度の税率

算定基礎 医療費給付分
（加入者全員）

後期高齢者
支援分

（加入者全員）

介護給付分
（40～64歳
の加入者）

所得割
元年中の所得か
ら基礎控除（33万
円）を引いた金額

8.2% 3.0% 2.0%

均等割 加入者１人あたり 26,000円 9,000円 8,000円
平等割 １世帯あたり 23,500円 8,400円 6,000円

※
均
等
割
の
５
割
軽
減

医
療
費
給
付
分

後
期
高
齢
者
支
援
分

５
割

（
２
６
，０
０
０
円
＋
９
，０
０
０
円
）×
０
．５

＝
１
７
，５
０
０
円
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４
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３
回
臨
時
会
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４
１
４
回
定
例
会
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般
質
問
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ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
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議　員
教
育
教
育

Ａ  

教
育
長

　
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
あ

り
、
関
係
す
る
機
関
や
団
体

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

民
間
団
体
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
は
未
整
備
の

状
態
に
あ
る
。

　
今
後
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
に
設
置
さ
れ
た
「
高
根

沢
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
に
、
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

Ａ  

教
育
長

　
本
町
で
は
、
実
態
調
査
は

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
栃

木
県
に
お
い
て
は
７
月
に
、

小
学
６
年
、
中
学
２
年
、
高

校
２
年
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本

町
で
の
調
査
を
検
討
し
た
い
。

　
調
査
以
外
で
も
早
期
発

見
・
早
期
対
応
で
き
る
よ
う

な
体
制
構
築
に
向
け
て
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の

理
解
と
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

Ｑ
個
々
の
事
例
に
対

し
て
、
具
体
的
な

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
？

早
急
な
実
態
の
把
握
を

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
し
て
全
国
的

に
調
査
が
進
ん
で
い
る
。
県

内
で
も
自
治
体
独
自
の
対
応

や
、
条
例
を
作
る
な
ど
の
動

き
が
み
ら
れ
る
。
栃
木
県
で

も
、
こ
の
７
月
に
調
査
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
わ
が

町
で
も
実
態
の
把
握
が
必
要

で
は
な
い
か
？

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応
は
？

　答【
教
育
長
】県
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、

　
　
　
　
　
　町
で
の
対
応
を
検
討
し
た
い

整
え
て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対

し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

学
習
支
援
が
適
切
な
の
か
、

そ
れ
の
み
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
な

の
か
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

の
要
望
に
応
じ
て
検
討
し
、

適
切
な
活
用
を
実
施
し
た
い
。

Wi-

Fi
環
境
の
整
備

Ｑ
通
学
し
て
い
る

全
世
帯
の
家
庭
に

Wi-
Fi
環
境
の
整
備
が
必
要

と
思
う
が
、そ
の
整
備
に「
地

方
創
生
交
付
金
」
を
活
用
で

き
な
い
か
？

Ａ  

教
育
長

　
本
町
で
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
、
就
学
援
助
世
帯
に
対

し
て
、
ル
ー
タ
ー
の
設
置
費

用
を
含
む
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
通
信
費
」
の
費
用
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
当
交
付
金
の

活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

Ｑ
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
長
期
欠
席
し
て

い
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
他

の
自
治
体
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
学
校
と
家
庭
を
結
び
、
授

業
な
ど
の
提
供
が
す
で
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
が
町
で
も
学
び
の
保
障

と
い
う
観
点
か
ら
、
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ａ  

教
育
長

　
不
登
校
に
至
る
要
因
は
複

合
的
で
、
支
援
の
仕
方
も
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
行

う
べ
き
と
考
え
る
。
本
町
で

は
「
ひ
よ
こ
の
家
」
や
家
庭

訪
問
型
学
習
支
援
事
業
等
に

よ
り
、
児
童
生
徒
が
よ
り
よ

い
方
向
に
進
め
る
よ
う
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

自
宅
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
準
備
を
進
め
て

き
て
お
り
、
本
町
で
も
「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
」
を
含
め
た

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
は
す
で
に

野口　昌宏

問不登校等の子どもにオンライン授業の提供を
　答【教育長】前向きに検討したい

教
育

福
祉
教
育

福
祉

第
４
１
３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
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議員定数13人による５会派
（令和４年５月~）

これまでの活動は

会派の人数は会派規定により１人以上で
議員定数の半数未満をもって構成されます

ザ 会 派。議会活性化は会派でＧＯ！

「
会
派
」っ
て
何
？

　
会
派
と
は
、町
政
を
発
展・

推
進
し
て
い
く
上
で
、「
同

じ
主
義
・
主
張
や
政
策
な
ど

を
持
っ
た
議
員
で
結
成
さ
れ

た
政
策
集
団
」
の
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
？

　
各
会
派
に
お
い
て
、
町
政

課
題
や
町
づ
く
り
に
対
し
、

調
査
・
研
究
・
議
論
を
重
ね

な
が
ら
、
政
策
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
会
派
活
動
を
活
発

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
議
員

の
資
質
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

議
会
の
活
性
化
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

　
町
政
発
展
の
た
め
に
「
要

望
書
」
や
「
提
言
書
」
を
町

長
に
直
接
提
出
し
ま
す
。

全日政経友志会
略称：政友会

「住民の生活を守る」
政策提言をしていく

代表
横須賀　忠利

人は夢を見る。
一
ひと
時
とき
の夢が明日への希望となる。

希望が努力と化し視野を広げ営む。

日本共産党
高根沢町議員団

「いのちと暮らしを守る町政へ」
住民の声をしっかり
と届けます!!

代表
森　弘子

子どもや高齢者、
障がい者、女性の方々の視点で町政
に向きあっていきます!!

新　和　会

晨
しん

　光
こう

　の　会 清　流　会

「町民の声を大切に」
活力ある町政へ

朝のまばゆい光のように
「活力に満ちたまちづくり」を目指したい

議員間協議を重ね、「町民の負託に応える」

代表
阿久津　信男

代表
小林　栄治

代表
野中　昭一

少子高齢化、若者の都会流失、地域コミュニティの
希薄化など、町の活力が失われていくような避けて
通れない課題に取り組んでいきます。

高根沢町には鬼怒川があり、「清流」が一番いいというのが名前
の由来です。私達議員も清流の気持ちを忘れずに頑張っていき
ます。

小林　栄治 野中　昭一 神林　秀治 齋藤　武男

佐藤　晴彦 澤畑　宏之 野口　昌宏 小池　哲也

加藤　章

菅谷　英夫

第
４
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３
回
臨
時
会

第
４
１
４
回
定
例
会
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般
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会
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♪♬♪
　栃木県民で音楽好きなら知らない人はほとんど
いない、日本を代表する作曲家・船村徹さん。
　塩谷町出身ということは有名ですが、高根沢町
にも曲を提供していたんですね。
　「高根沢町の歌」「高根沢音頭」ともに昭和34年
12月25日に制定されています。
　この２曲がちょっとだけ試聴出来る
んです。
　是非、聴いてみてください。

聴いてみよう！

高根沢音頭
作詞：藤戸高清　補作：星野哲郎　作曲：船村 徹
１　那須のお山も遠くから　背のびしてみる平和な町よ
　　みのる稲穂に笑顔をむけて　鳴子ひく娘の片えくぼ
　　みんないそいそ高根沢　たんたんたんぼの高根沢
２　わしが在所のご自慢は　白いお米と人情の厚さ
　　古い歴史をふところふかく　だいてながれる川みすじ
　　みんなキラキラ高根沢　たんたんたんぼの高根沢
３　力あわせて町ぐるみ　のびる産業南へ北へ
　　今日も元気だしたたる汗を　ふけば野面を陽がすべる
　　みんなすくすく高根沢　たんたんたんぼの高根沢
４　やぐら囲んで笛吹いて　年に一度の豊年踊り
　　月もまんまる踊りもまるい　主とわたしもまるい仲
　　みんなよいよい高根沢　たんたんたんぼの高根沢
５　とれた野の幸どつさりと　積んで出てゆくくるまに汽車に
　　のせてこいこい文化の花を　ここは東京の台所
　　みんなにこにこ高根沢　たんたんたんぼの高根沢

ブレイク
ちょっと 知ってました？

作曲者は 船村 徹 さん なんですって！

公
示
と
告
示
っ
て

ど
う
違
う
の
？

選 

挙

まめ
ちしき豆

知識

OH　｢

公
示｣

は
、
天
皇
の
国
事

行
為
を
伴
う
選
挙
の
時
だ
け
に

使
わ
れ
、
衆
議
院
の
総
選
挙
と

参
議
院
の
通
常
選
挙
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
選
挙
で
は
、
国

政
選
挙
を
含
め
て｢

告
示｣

を

使
い
ま
す
。

「
公
示
」

〇
衆
議
院
の
総
選
挙

〇
参
議
院
の
通
常
選
挙

「
告
示
」

〇
衆･

参
各
議
院
の
再
選
挙

〇
衆･

参
各
議
院
の
補
欠
選
挙

〇
都
道
府
県
の
知
事
と
議
員
・

　
市
町
村
の
長
と
議
員
の
選
挙

　
各
５
０
０
円
（
１
～
４
入
り
）

１
　
高
根
沢
町
の
歌

２
　
高
根
沢
音
頭

３
　
高
根
沢
町
の
歌
（
カ
ラ
オ
ケ
）

４
　
高
根
沢
音
頭
（
カ
ラ
オ
ケ
）

詳
し
く
は
　
町
企
画
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
６
７
５
・
８
１
０
２

Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

企
画
課
で
販
売
し
て
い
ま
す

こ
れ
で
あ
な
た
も

根
っ
か
ら
の

高
根
沢
人
！

高根沢町の歌
作詞：広瀬鋭男　補作：星野哲郎　作曲：船村 徹
１　高根沢きぼうの町よ　春くれば井沼ゆたかに
　　水温み萌ゆる野の幸　そこかしこれんげ花咲き
　　霧はれる霧のかなたに　山鳩のこえもほろほろ
２　高根沢ひかりの町よ　夏くれば鬼怒の流れに
　　はるかなる那須の山肌　しあわせのみどりあふれて
　　早苗とる野辺の乙女の　うたたのしゆめのふるさと
３　高根沢みずほの町よ　秋くればゆれる田の面に
　　下野の赤い夕日が　若ものの頗にかがやく
　　風わたる風にさやさや　幸をよぶ黄金の穂波よ
４　高根沢こころの町よ　冬くればほた火とろとろ
　　この町は母なる町よ　こな雪のつもる窓辺に
　　五行川しずかにながれ　明日もまたいきるよろこび

町の歌

振付図解！
高根沢音頭
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日
本
政
府
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
受
け
入
れ
を
表
明
し

た
こ
と
を
受
け
、
高
根
沢
町

で
も
人
道
的
な
見
地
か
ら
避

難
民
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
対
象
者
は

・「
特
定
活
動
（
１
年
）」
の

在
留
カ
ー
ド
保
持
者
で
、

本
町
に
居
住
し
住
民
登
録

を
す
る
方

・
10
人
以
内

支
援
内
容
は

・
町
営
光
陽
台
住
宅
の
２
部

屋
を
提
供
し
、
入
居
か
ら

１
年
間
は
家
賃
を
免
除

・
町
独
自
の
一
時
金
（
見
舞

金
）
と
し
て
、
16
歳
以
上

の
者
に
１
人
10
万
円
、
15

歳
ま
で
の
者
に
１
人
５
万

円
を
支
給

・
生
活
相
談
等
の
対
応
と
し

て
、
通
訳
者
や
音
声
翻
訳

機
を
確
保

Q
避
難
民
の
日
常
生

活
を
ど
う
支
え
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
必
要
な
避
難
民
が
来
た

場
合
、
学
校
の
対
応
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

A                  

総
務
課
長

　
家
族
構
成
に
よ
っ
て
対
応

が
異
な
る
の
で
、
具
体
的
な

検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
就
学
に
つ
い
て
は
、
西
小

学
校
に
あ
る
日
本
語
指
導
教

室
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
国
内
・
県
内
の
状

況
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

A                  

総
務
課
長

　
国
内
の
詳
細
な
情
報
は
把

握
し
て
い
な
い
。
県
と
宇
都

宮
市
は
、
県
営
や
市
営
住
宅

を
確
保
し
て
い
る
が
、
実
際

に
受
け
入
れ
は
し
て
い
な
い
。

Q
医
療
費
へ
の
対
応

は
？

A                  

総
務
課
長

　
特
定
活
動
の
在
留
カ
ー
ド

保
持
者
と
し
た
の
で
健
康
保

険
に
加
入
で
き
る
。

３
回
目
の
接
種
は

　
個
別
接
種
だ
け
で
十
分
な

予
約
枠
を
確
保
で
き
る
見
通

し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
集

団
接
種
は
５
月
22
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
内
８
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
に
て
対
応

し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は

４
回
目
接
種
に
切
り
替
わ
っ

て
い
る
の
で
、
３
回
目
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

か
窓
口
で
の
予
約
受
付
に
な

り
ま
す
。

４
回
目
接
種
は

　
対
象
は
、

①
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
し
た
60

歳
以
上
の
方

②
18
歳
以
上
で
医
師
が
必
要

と
認
め
る
方

　
①
の
方
に
は
町
か
ら
個
別

に
接
種
券
が
届
き
ま
す
。

高
齢
者
施
設
は
？

　
７
月
か
ら
巡
回
接
種
を
行

い
ま
す
。

Q
４
回
目
を
接
種
す

る
意
義
の
Ｐ
Ｒ
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A                  

健
康
福
祉
課
長

　
４
回
目
接
種
の
意
義
に
つ

い
て
は
国
の
情
報
を
町
民
に

繋
い
で
い
く
よ
う
努
め
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
問
い
合
わ

せ
は
、
町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

６
８
０
・
１
１
５
５

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

４回目接種は
こちら

ひと時の安心をこの住宅で（町営光陽台住宅）

わが町のウクライナ
避難民の受け入れ体
制は？

具体的な支援はどう
なっているの？

コロナワクチン接
種は今どうなって
いるの？

今後の見通しは？
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２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
地
方

自
治
体
の
こ
と
で
す
。

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と

吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　
例
え
ば
、
日
々
の
活
動
や

暮
ら
し
の
中
で
、
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
て
い
て
も
、
太

陽
光
発
電
等
を
設
置
し
て
排

出
量
を
削
減
、
さ
ら
に
森
林

の
あ
る
エ
リ
ア
で
そ
の
足
り

な
い
分
を
吸
収
し
て
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
と
吸
収
量

が
同
じ
状
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
今
の
「
必
要
不
可
欠
な
」

「
や
め
ら
れ
な
い
」
地
域
の

文
化
や
楽
し
さ
、
暮
ら
し
の

便
利
さ
を
継
続
し
た
ま
ま
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
技
術
や
地
域
の
特
性
を
活

か
し
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」

と
い
う
新
し
い
観
点
を
入
れ

た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
30
」
を
参
考
に
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
の
生
活
が
、「
地
球
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
」
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
で
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
回
答
す
る
と
「
た
か
ね
ざ

わ
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
認
定

証
と
と
も
に
「
も
え
る
ご
み

指
定
袋
20
㍑
（
10
枚
入
り
）

１
袋
」
が
も
ら
え
ま
す
！

《
参
加
方
法
》

①
　
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
て
送
信

②
　
環
境
課
か
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
た
か
ね
ざ
わ
に
あ
る

「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

に
回
答
し
て
提
出

詳
し
く
は
　
町
環
境
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

６
７
５
・
８
１
０
９

　５月31日に行われた全員協
議会で、2050年までに二酸化
炭素排出ゼロを目指す自治体
として、加藤町長が「ゼロカー
ボンシティ」宣言をしました。

　
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
高

根
沢
町
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ

の
実
現
を
目
指
し
、
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
、

町
内
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
と
は

ど
ん
な
生
活
に

変
わ
っ
て
い
く
の

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
！

二
酸
化
炭
素
の

排
出
実
質
ゼ
ロ
と
は

「ゼロカーボンシティ」
宣言と「ゼロカーボン

アクション30」

たかねざわエコファミリー
チェックシート

議場で「ゼロカーボンシティ」を宣言する加藤町長

「ゼロカーボンシティ」宣言
子々孫々のために希望のもてる町づくりを目指して

全員協議会
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
山
﨑
周
さ
ん
の
思
い

　
Ｑ
　
こ
ど
も
食
堂
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
は
？

　
Ａ
　
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
と
楽
し
い
ね
と
、
こ

ど
も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
家
と
学
校
以
外

に
安
心
し
て
行
け
る
安
全
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
食
堂
は
、
食

事
を
き
っ
か
け
に
、
ナ
ナ
メ
の
関
係
（
親
や
先
生
と

の
上
下
の
関
係
で
は
な
く
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
お
ば

さ
ん
、
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
の
関
係
）
が
築
け

る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
今
後
の
活
動
は
？

　
Ａ
　
高
校
生
や
大
学
生

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
こ

ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　｢こ
ど
も
食
堂
の
こ
れ
か
ら｣

　
こ
ど
も
た
ち
の
明
る
い
将
来
に
向
け
、
地
域
の
大

人
た
ち
の
暖
か
い
手
が
差
し
出
さ
れ
た
こ
ど
も
食
堂
。

美
味
し
い
食
事
に
こ
ど
も
た
ち
が
喜
ん
だ
だ
け
で
は

な
く
、
日
頃
子
育
て
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
親
も
、
ひ

と
り
で
頑
張
り
す
ぎ
ず
に
、
時
に
は
息
抜
き
を
し
た

り
、
周
り
の
子
育
て
経
験
者
の
先
輩
に
相
談
し
た
り

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
温
か
さ
を
肌
で
感
じ
、
深

刻
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
食
堂
開
設
に
関
わ
っ
た
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こども食堂の先陣、「ぽかぽか食堂」
　本町最初のこども食堂は、ぽかぽか食堂で
す。陽だまり保育園（宝積寺）の保護者を中心
に、平成29年９月にスタートしました。
　毎月２～３回のペースで食事を提供、多い時
には140食を作ることもあったそうです。
　新型コロナウイルス感染症の影響により休止
していましたが、７月に活動が再開されました。
　ぽかぽか食堂の代表、中嶋久美子さん（光
陽台）に、こども食堂に対する思いを聞いたと
ころ、「こども食堂の存在
を知り、自分ができること
をやりたいとの思いで、陽
だまり保育園長に相談して
快諾を得、約20人のスタッ
フで始めました。実際に
やってみると、こどもだけではなく、お母さん
たち、その近所のお年寄りの皆さん、男女を問
わず喜びの声をいただき、開設したことをとて
も嬉しく思っています」と話してくれました。

河内繁雄さん（宝石台）

「高根沢こども食堂
プロジェクト」

参加申込はこちら 千葉賢二さん（光陽台）

齋藤キイさん（宝石台）

水沼喜代子さん（宝石台）

小堀栄子さん（宝積寺）

　こ
ど
も
食
堂
は
、
次
代
を

担
う
こ
ど
も
た
ち
が
置
き
去

り
に
さ
れ
た
り
、
取
り
残
さ

れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
の
強

い
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
社
会

貢
献
に
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、や
り

た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
、
美
味
し
い
カ

レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　高
根
沢
の
こ
ど
も
た
ち
を
、

地
域
の
み
ん
な
で
育
て
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
み

ん
な
が
仲
良
く
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
、
長

く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　こ
ど
も
食
堂
に
興
味
を

持
っ
て
い
て
、
ず
っ
と
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　参
加
で
き
て
嬉
し
い
で
す

し
、
み
ん
な
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

配
送
ス
タ
ッ
フ
の
声

調
理
会
員
さ
ん
の
声

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　皆さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　皆さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　皆さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　皆さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
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こ
の
こ
ど
も
食
堂
は
、こ
ど

も
も
大
人
も
、み
ん
な
で
仲
良

く
食
事
を
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
、新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、有
志
が
集

ま
っ
て
組
織
し
、活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　
会
の
皆
さ
ん
は
、運
営
に

協
力
す
る｢

運
営
会
員｣

、買

い
出
し
や
食
事
作
り
を
担
当

す
る「
調
理
会
員｣

、食
材
や

寄
付
に
協
力
し
、一
緒
に
食
事

を
す
る｢

協
賛
会
員｣

、こ
ど

も
た
ち
に
情
報
を
提
供
す
る

｢

こ
ど
も
応
援
会
員｣

で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
応
援
会
員
の
皆
さ

ん
は
、今
回
の
食
事
の
案
内

チ
ラ
シ
を
、町
内
の
小
中
学

校
と
高
根
沢
高
等
学
校
の
児

童・生
徒
全
員
に
配
布
し
、参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

｢

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
＆
サ
ラ
ダ
」。

　
調
理
会
員
は
、近
く
に
住

む
主
婦
の
皆
さ
ん
が
中
心
で
、

前
日
中
に
仕
込
み
を
済
ま
せ
、

当
日
９
時
か
ら
調
理
開
始
、

自
慢
の
カ
レ
ー
は
11
時
に
完

成
、集
ま
っ
た
こ
ど
も
や
大
人

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
に
集
ま
れ
な
い
こ
ど
も
た

ち
に
も
、
美
味
し
い
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
小
学
校
区
域
を
考
慮

し
た
４
か
所
（
図
書
館
中
央

館
、
仁
井
田
分
館
、
き
の
こ

の
も
り
、
焼
食
の
く
ろ
ち
ゃ

ん
（
太
田))

に
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
拠
点
を
設
け
、
申
し
込
ん

だ
皆
さ
ん
に
、
配
送
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
が
温
か
い
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
届
け
ま
し
た
。

　
今
回
、
会
場
で
出
さ
れ
た

食
事
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁
当

は
、
全
部
で
１
５
５
食
（
こ

ど
も
81
食
、
お
と
な
74
食
）
。

協
賛
会
員
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク

た
か
ね
ざ
わ
（
社
会
福
祉
協

議
会
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
食

材
や
寄
付
な
ど
の
ご
厚
意
を

活
用
し
、
無
料
で
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

こ
ど
も
た
ち
は
大
満
足
。
自

分
が
当
て
た
賞
品
を
大
事
そ

う
に
抱
え
て
会
場
を
後
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
最
近
、
全
国
で
活
発
な
活
動
を
見
せ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
。
皆

さ
ん
も
、
こ
ど
も
食
堂
に
興
味
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
町
で
も
、
こ
ど
も
も
大
人
も
、
み
ん
な
で
仲
良
く
食
事
を
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
、

｢

高
根
沢
こ
ど
も
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ
を
会
場
に
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
特
集
記
事
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町内全域対象に こども食堂始まる！！町内全域対象に こども食堂始まる！！
～こどもを中心に、みんなで楽しく
　　　　食事をするコミュニティづくり～
～こどもを中心に、みんなで楽しく
　　　　食事をするコミュニティづくり～

チームワーク
ばっちり

愛情たっぷりカレーの誕生

第
４
１
３
回
臨
時
会

一
般
質
問
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

委
員
会
審
査

会

派
議
会
全
員
協
議
会

特
集
ペ
ー
ジ

第
４
１
４
回
定
例
会
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「緑の中の赤松」 に

魅せられて

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　

５
月
に
東
京
都
美
術
館

で
開
か
れ
た
「
東
光
会
」

の
第
88
回
絵
画
展
大
作
部

門
で
、
初
入
選
を
果
た
し

た
櫻
井
さ
ん
。

　

タ
イ
ト
ル
は
、
「
緑
の

中
の
赤
松
」
。

　

早
速
、
「
喜
び
の
声
」

を
聞
き
に
、
櫻
井
家
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

　
　
い
つ
頃
か
ら
絵
を
描

い
て
い
る
の
で
す
か
？
多

分
、
近
所
の
人
達
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
は
。

　
　

仕
事
を
辞
め
て
、
何

を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い

た
時
に
、
絵
に
触
れ
る
機

会
が
あ
り
、
老
後
の
楽
し

み
に
な
れ
ば
と
思
い
始
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
あ
ま
り

経
験
も
な
く
、
駆
け
出
し

で
す
ね
。

　
　

東
京
都
美
術
館
の
展

覧
会
に
は
、
家
族
で
観
に

行
っ
て
来
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
入
選
の
感
想
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

油
絵
を
始
め
て
ま
だ

一
年
で
、
入
選
す
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
先
生
や
、
周
り
の

方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お

蔭
で
す
。

　

孫
も
美
術
部
に
入
り
、

家
族
の
興
味
関
心
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

赤
松
を
画
題
に
し
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
　

緑
の
中
に
き
り
り
と

し
て
、
大
幹
の
た
く
ま
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
同
じ
色
で

も
明
暗
が
あ
り
、
美
し
さ

も
感
じ
ま
し
た
。

　
　

今
、
自
治
会
長
や
防

犯
連
絡
所
な
ど
の
責
任
あ

る
役
職
に
就
い
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
絵
を
描
い
た

り
、
地
域
を
見
守
っ
た
り

毎
日
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
す
ね
。

　
　

絵
を
描
い
て
い
る

と
、
無
心
で
雑
念
が
無
く

な
り
ま
す
。

　

日
常
の
ス
ト
レ
ス
発
散

に
も
な
る
し
、
生
活
の
充

実
を
感
じ
て
い
ま
す
。
絵

画
展
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も

あ
り
、
楽
し
い
で
す
。

　

高
根
沢
町
に
は
、
子
ど

も
や
主
婦
の
方
々
も
参
加

し
て
い
る
絵
画
教
室
が
あ

り
ま
す
。
誰
で
も
文
化
祭

に
挑
戦
で
き
る
し
、
一
緒

に
絵
画
に
親
し
み
た
い
も

の
で
す
。

　
　

今
後
は
ど
う
い
う
絵

を
描
き
た
い
で
す
か
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
樹
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
絵
を
描
き

た
い
で
す
ね
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

今
、
描
い
て
い
る
の

は
、
日
差
し
に
反
射
し
て

い
る
幹
の
表
情
を
表
わ
し

た
い
と
、
早
く
も
次
の
作

品
制
作
に
向
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

７
月
の
栃
木
県
美
術
展

に
加
え
て
、
町
内
の
展
覧

会
や
文
化
祭
に
も
出
品
し

た
い
と
、
は
に
か
み
な
が

ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
の
入
賞
は
、

身
の
回
り
に
多
才
な
人
が

い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

絵
画
を
通
じ
て
潤
い
の

あ
る
生
活
を
し
よ
う
と
す

る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

る
人
達
な
ど
の
存
在
が

あ
っ
て
、
こ
の
町
の
文
化

や
魅
力
度
が
高
ま
っ
て
行

く
の
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
に
さ

せ
ら
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
し
た
。   　

  

（
小
林
）

き
っ
か
け
は

そ
し
て
入
賞

生
活
の
糧
に

— 赤松が映える —
制作に４か月要した力作です

教室の仲間と切磋琢磨

∞プロフィール∞

櫻
さくら

井
い

　忠
ただし

さん
お住まい：花岡
趣　　味：盆栽、ガーデニング、
　　　　　ゴルフ
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